
2023年４月の札幌市議会議員選挙により４期
目の市議会議員として活動を始めることができ
ました。札幌市は1972年、冬季オリンピック開
催と政令指定都市指定により大きく街が発展し
てきましたが、50年を経過し様々な課題が存在
しています。人口減少時代到来による社会保障
制度、働き手不足の問題、地球温暖化による環
境課題、建築物の老朽化並びに耐震基準変更に
よる大型建築物の耐震強化未達成の問題、など
多くの課題に直面しています。そうした状況で、
今後の札幌市の在り方を検討し、基礎を構築し
なければならない４年間となります。
５月より会派「民主市民連合」議員会会長の
重責を担うこととなり、責任の重さを実感して
います。この４年間も市民が主役の政治を貫き、
市政推進に意見提言していきます。

札幌市議会議員

2023年５月２日 任期スタート
	⿟民主市民連合議員会　会長就任
	⿟常任委員会　文教委員会所属
	⿟冬季オリンピック・パラリンピック調査特別委員
会 委員長

５月18日～ 19日 第１回臨時議会
	⿟議　長：飯島弘之議員（自由民主党議員会）
	⿟副議長：しのだ江里子議員（民主市民連合議員
会）
	⿟物価高騰対策など補正予算約178億円を可決

６月12日～７月11日 第２回定例議会
	⿟代表質問：林　清治� 	
本会議に登壇する（詳細は４ページ）
	⿟主な議案：� 市長提出補正予算及び条例改正など
すべて可決
	⿟補正予算約341億円　

９月11日
	⿟秋元市長へ学校施設への冷房設備設置を要望

９月20日～ 10月31日 第３回定例会
	⿟主な議案：2022年度各会計決算認定　条例改
正　補正予算など
	⿟補正予算約27億円　
	⿟市立小中学校312校の保険室へのエアコン整備
及び教室等の電気設備調査などを採択

札幌市議会４期目札幌市議会４期目
「林せいじ」半年の活動
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2023年11月６日開催の建設委員会で除排雪の方針が
示されました。
除排雪に従事する企業及び作業員の減少により、毎年
見直しなど実施しながら生活維持のための除排雪に取り
組んでいます。特に従事者の減少により除雪機械の安全
な一人乗り機器への変更を進めます。また、除雪機械の
操縦者育成にも支援していきます。

冬季オリンピック・パラリンピック冬季オリンピック・パラリンピック
招致に関する経過について招致に関する経過について

冬季オリンピック・パラリンピック冬季競技大会の招致
については、2013年９月、上田市長がその検討を表明し、
翌年2014年10月の市民アンケートでは、約66％を超え
る市民が賛同を示したことから、2014年11月、正式に
招致活動を開始したところであり、約10年間、市長と議
会の議論、経済団体や競技団体の活動など官民一体で
一歩一歩前に進めてきました。
当初は、世界最大のスポーツの祭典であるオリンピック・

パラリンピックの開催を通じ、身近で競技を見たい、札幌
の街をより良いものにしたい、札幌を世界にPRしたいとい
う想いが、市民にもあったと思います。
東京2020大会で指摘された大会経費増大や組織委員
会に関する諸課題、開催後に発覚した一連の不正事案
により、市民、国民のオリンピックへの不信感が激増し、
大会招致への賛否が拮抗している状況が続きました。今

年の夏に札幌市が実施した市民対話事業において、大
会招致に対して、「競技を間近で観戦したい」「子どもた
ちに夢や希望を」という期待の声もありましたが、オリンピッ
クに対する不信感に加えて、大会の開催意義や大会経費
等への懸念も強くありました。
こうした状況で、10月11日の秋元市長、山下JOC会
長の共同記者会見では、2030年大会の招致活動の中
止表明、11月末のIOC理事会において30年、34年の開
催地の内定を受け、札幌市の招致活動は終了となります。
我が会派としては、この10年間の招致活動の総括を行
い、市民に示すことも必要であると考えます。今後38年
以降の大会招致を検討する場合は、市民の理解、支持
が大前提であり、市民の意向をしっかりと確認の上、進
めていくことが重要であると市長に提言しています。

安心安全な冬期道路交通の確保

札幌市の除雪する道路は？
車道 → 5,456㎞
歩道 → 3,048㎞

1.	 市民の生活を守るためバス路線の交通量、
バス便数、道路幅員などを勘案し除排雪を
強化

2.	 大雪に備えた体制や具体的な計画を定めた
「大雪時対応方針」に基づき対策を実施

3.	 市民ニーズの変化や従事者の減少対策を含
めて、生活道路の除排雪体制を構築する

今冬の除排雪体制
札幌市政最大の２６１億円予算計上

主な取り組み
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取り組みの背景

取り組みの概要

令和5年度の試験施行の内容（一部地域で作業の効率化に向けたデータ取り）

持続可能な除排雪体制の確立に向けて「生活道路排雪の在り方」の検討を開始

試験施行で得られた結果などを基に有識者を交えた外部委員会を開催し、
様 な々視点から検討を進める

幹線・バス路線
幹線・バス路線

凡例
削り出し路線
積み込み路線

	⿟高齢化の進行などによる、除雪従事者の将来的な減少
	⿟宅配や介護サービスなどの普及により、生活道路の冬期道路環境に対する市民ニーズに変化
	⿟令和3年度の記録的な大雪時には、生活道路の圧雪厚が大幅に厚くなり、車両の通行に影響

	⿟地域や除雪事業者との意見交換、従来の排雪手法の再検証
	⿟令和5年度の冬に、今後の検討の基礎資料を得るべく試験施行を実施

〈試験施行の作業概要〉
	⿟主に生活道路の圧雪部分を削り出す作業を実施
	⿟ダンプトラックへの積み込み機械は広めの道路などで実施

一部地域で実施する
生活道路排雪の試験施行について

道路幅10m

圧雪厚10㎝程度
通行幅5m程度

道路幅8m

圧雪厚10㎝程度
通行幅4.5m程度

積み込み路線　作業後イメージ道路幅10m

圧雪厚10㎝程度
通行幅5m程度

道路幅8m

圧雪厚10㎝程度
通行幅4.5m程度

削り出し路線　作業後イメージ

削り出し路線と積み込み路線の概念図

削り出し作業の
イメージ

積み込み作業の
イメージ
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市政相談の際は、
お気軽にお立ち寄りください。

お 知 ら せ

林せいじ活動報告

JR
篠路駅

↓至札幌

●篠路局さん

●セイコー
　マートさん

　サッポロ
　ドラッグ
●ストアーさん

　トヨタ
　カローラ
●札幌さん

↑至あいの里
石
狩
街
道

創
成
川

東
8
丁
目
通

●篠路西中学校

●篠路西小学校

●篠路西中学校

●篠路西小学校

林せいじ市政相談所
〒002-8025 札幌市北区篠路5条2丁目3-14
TEL 011-775-6321　FAX 011-775-6322

札幌市議会第２回定例会（会期６月12日～７

月11日）において会派を代表して代表質問を

行いました。市長選挙並びに市議会議員選挙後

初めての代表質問であり、今後の市長の政治姿

勢、市長の政策及び市政課題等について大項目

８項目、全体で14項目について質問しました。

第２回定例会代表質問

1	市長の政治姿勢について

2	健康寿命の延伸に向けた
	 取り組みについて

5	指定管理施設における
	 労働環境の改善に向けた
	 取り組みについて

3	慢性疾患を抱える
	 子供たちへの支援について

6	次期札幌市観光まちづくり
	 プランについて

1. 第２次札幌市まちづくり戦略ビジョ

ン・アクションプラン2023

2. 物価高騰対策について

3. 財政問題について

4. 冬季オリンピック・パラリンピック

大会の招致について

5. 冬季の災害対策の強化について

4	脱炭素社会の実現について

7	経済対策について

8	札幌の農業振興について

1. 再生可能エネルギー電力の利用拡大

について

2.	 マンションの脱炭素化に向けた支援

について

1.	 札幌・北海道スタートアップ・エコ

システム構築に向けた取り組みにつ

いて

2.	 企業の国際ビジネス支援について
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